
策
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
更
　
の
　
栞

衆
に
示
す
の
機
を
逸
し
た
る
は
深
く
遺
憾
こ
す
る
所

な
り
、
今
ま
本
鷲
挿
す
研
の
窟
眞
中
二
三
を
除
き
の

諸
圖
は
皆
な
此
の
悪
賂
の
一
一
及
羅
馬
に
て
氏
よ
り

贈
ら
れ
π
る
寓
眞
中
よ
b
縮
寓
し
た
る
も
の
に
係
る

記
し
て
氏
の
深
大
な
る
好
意
に
威
謝
の
意
を
表
す
。

門
附
記
三
】
　
最
後
に
三
四
の
墾
考
書
を
暴
げ
ん
に
、

巳
に
記
し
た
る
　
㌶
碧
酔
ぎ
の
H
㌧
ゴ
答
泉
讐
超
露
。
及

ご
碧
隔
年
。
犀
。
。
。
冨
①
け
讐
・
。
ρ
’
お
　
o
．
触
○
ヨ
欝
ゴ
の
外
、
C
窪

三
・
。
の
Ω
昏
ω
卿
∩
。
ヨ
2
9
窃
葺
蛋
触
巽
β
を
以

て
最
も
概
括
的
の
も
の
こ
す
可
し
此
の
外
一
W
・
団
塗
興

の
客
。
≒
亀
3
H
、
δ
導
2
鏑
。
ω
母
。
器
2
0
鐙
ξ
誘
第

一
巷
に
コ
ル
子
ト
の
遺
跡
を
記
し
彪
る
一
章
あ
り
、

頗
る
流
麗
の
筆
を
以
て
面
臼
く
讃
ま
る
、
叉
π
6
§

窪
§
嬢
の
　
（
〉
Σ
　
鮮
触
r
三
簿
鱒
と
。
（
げ
「
p
8
轟
6
§
累

は
通
俗
の
書
な
る
も
簡
便
な
り
、
・
墾
考
圖
集
こ
し
て

は
と
○
簿
箋
話
の
Ω
〆
、
一
訂
舞
醐
9
慰
留
面
一
く
。
。
p
　
一
一
一
川
。
．

等
あ
ト
・
，
其
他
多
く
は
」
々
の
遺
跡
鰍
寸
に
逸
す
る
特

蘇
の
研
究
を
記
す
の
み
。
（
三
月
二
H
）

第
二
號

一
〇
〇
　
（
出
入
六
）

雑

纂

朝
鮮
史
の
栞

文
學
士
今

（
第
四
回
）

西

龍

　
廣
史
第
一
集
よ
り
第
八
集
ま
で
百
六
十
冊
…
中
第
七
集
第

一
冊
よ
り
第
十
八
冊
に
至
る
ま
で
十
入
肝
を
除
き
π
る
百

四
十
二
冊
に
牧
む
る
書
籍
次
の
如
し
。

第
一
集

－
野
史
之
流

3
黄
兎
記
事
三
二
馨

第
二
集

4
朝
野
紀
聞
徐
一
重

6
休
三
野
談
任
有
俊

8
耳
諸
所
及
串
欽

10

ｩ
鮮
風
俗
李
凌
慶

2
春
披
H
月
録
争
堪
齢

5
錦
城
日
記

7
語
誌
遺
事
成
漉

9
公
鍛
難
壁

n
馬
瀬
無
識
柳
馨
遠



第
三
集

爲
野
史
初
本
李
植

獅
然
松
難
置
碁
得
巳

17

､
丑
事
蹟
黄
荊

19
ｦ
地
必
録
梛
成
龍

21

o
已
H
録

23

p
辰
遣
聞
閾
鼎
箆

25

､
卯
遺
蹟
災
邦
俊

27

ｶ
谷
行
録
金
昌
窮

28

ｳ
巳
傳
聞
録

第
四
集

30

覧
¥
野
寺
柳
夢
寅

32

ｦ
兜
代
筆
李
植

34

ｼ
征
録
洪
翼
漢

36

ｩ
説
難
記
李
潭
輻

38

b
鋳
口
記
李
貴
　
．

船岬

ﾘ
…
汀
仙
田
心
潔
捌
焼
罫
世
一
濟
捲
…

14

d
峰
朝
露
記
趙
憲

鶏
群
時
録

18

逑
ｰ
5
1
記
全

20

D
中
説
話
弁
卓
然

22

ﾂ
官
事
食
言
流

24

ﾐ
置
私
記
タ
推

26
O
西
記
事
李
、
永
成

27

ｶ
谷
藁
薦
9
記
全

29

ｽ
兵
日
記
略

31

?
倫
録

33

膜
緕
G
録
李
植

35

k
行
録
全

37

注
ｹ
雑
著
論
排
安
邦
俊

39

ﾙ
認
漫
筆
出
塁

41

ｴ
江
詩
話
全

第
二
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

42

ﾊ
渓
破
顔
録
李
頁
敏

策
五
集

44
ﾃ
．
川
，
H
記
朴
田
田

46

h
筆
録
全
上

48

ﾎ
室
語
録
タ
宣
羅

5
0
⊥
ハ
五
口
堂
一
H
記
鄭
慶
欽

52

ｹ
漢
鐙
席
問
勤

54

k
軒
難
説
盆
春
澤

56

ｿ
陰
言
行
録
李
貴

58

K
丁
日
記
奥
健

第
六
集

59

B
官
雑
記
魚
赦
椛

61

ｸ
辰
丁
已
録
任
輔
臣

63

j
鍋
顛
末

65

k
聞
環
録
曹
稗

67

潔
~
披
劇
談
李
陸

69

H
江
冷
話
南
孝
温

弗
東
交
問
答
金
春
澤

4
5
牌
延
滞
講
啓
朴
世
釆

47

ｳ
庵
雑
記
李
顯
盆

49

ﾋ
館
録

51

?
漢
．
遺
事
朴
世
米

5
3
…
沙
漢
語
録
宋
時
烈

55

ｩ
天
記
聞
李
憧
編

57

?
冥
行
録
金
宇
顯

60

寰
＄
ｼ
征
録
李
純

62

闌
ﾟ
蕪
籍
録
柳
成
龍

64
M
苑
雄
弾
器
徐
居
正

66

ｴ
講
談
寂
記
金
安
老

68

n
譜
日
記
李
軒

70

t
友
名
行
録
全

第
二
號
　
　
一
〇
一
　
（
二
八
七
）



第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
史
　
の
　
栞

71

c
心
齋
撫
蛍
草
金
正
國

73

�
v
嚢
語
李
濟
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
辱

75

ｼ
江
時
政
録
鄭
滋

77

ｩ
野
宮
聞
落
錫
周

第
七
集
二
＋
冊
中
＋
八
紛
舐
．

78

ｪ
倭
雑
志
申
欽

80

ﾟ
由
樵
談
疑
均

82

t
友
鑑
戒
全
土

第
入
集

84

v
門
記
述

86

¥
蝸
事
蹟
宋
鰭
錫

88

ｩ
江
問
答

90

ﾅ
湖
編
録

92

h
巳
盤
愛

94

_
巖
雑
識
金
晶
協

鰯
我
我
録

79

ｯ
齋
行
年
記
李
廷
魏

72

ﾟ
卯
党
籍
録
金
正
國

74

穴
t
錐
記
斧
廷
馨

76

ﾎ
盛
日
記
舗
購
鑓
H
㍊

　
　
　
　
　
・
　
曇
．

79

､
人
姓
名
記
申
欽

81

克
R
答
隠
亡
邦
俊

3
8
町
n
ハ
還
ハ
答
…
問
面
上

85

謖
苧
｣
記
宋
疇
烈

87

ﾆ
劉
読
話

89

ｼ
江
行
録
金
長
生

91

ｯ
齋
漫
録

93

|
泉
問
説
李
徳
湘

95

O
論
議
瓦
全
上

里
龍
門
問
答

98

?
齋
日
記
李
溶

99

p
辰
遺
事
趙
鋳

第
二
號
　
　
一
〇
二
　
（
二
八
八
）

期
躁
齋
漫
録
李
欽
命

附
江
都
三
忠
傳

　
彊
域
關
防
説

03

ｼ
窩
錐
説

1

oo

謳
ｯ
縫
記
李
廷
馨

1　
血
盟
義
士
傳

02

ｷ
行
錐
識

1

喪
札
定
式

　
填
役
攣
麺
議

　
以
上
は
．
朝
鮮
叢
書
中
の
最
良
書
こ
い
ふ
べ
き
廣
史
の
牧

輯
せ
る
書
肖
に
し
て
他
の
諸
叢
書
に
牧
む
る
も
の
こ
重
複

せ
る
も
の
め
り
、
此
種
の
稗
史
小
説
の
類
は
傳
爲
の
際
省

二
股
漏
せ
る
條
黒
船
な
か
ら
す
其
本
其
本
に
よ
り
て
記
事

の
量
に
異
同
あ
る
こ
ご
少
か
ら
ず
束
洋
時
報
に
掲
載
せ
る

小
生
の
朝
鮮
書
籍
解
題
に
其
二
三
を
説
き
耽
け
り
就
て
見

ら
れ
た
し
而
し
て
此
の
種
の
書
籍
は
北
ハ
著
者
の
文
集
中
に

敗
め
し
も
の
も
あ
れ
ご
然
ら
ざ
る
も
の
多
く
加
ふ
る
に
為

本
を
以
て
少
敏
の
讃
書
堺
に
傳
は
り
し
も
の
な
る
を
以
て

一
元
び
散
逸
す
れ
ば
之
を
得
る
事
難
し
Q

　
李
朝
近
代
百
年
間
の
書
を
牧
輯
す
る
叢
書
は
余
の
管
見



に
よ
れ
ば
未
だ
見
ざ
る
な
う
．
此
時
代
の
前
年
は
清
朝
考

証
學
風
の
影
響
を
受
け
て
朝
鮮
の
學
問
は
猿
駐
め
る
愚
婦

影
青
の
範
團
外
に
一
歩
を
出
し
學
問
の
壌
．
域
新
し
く
開
拓

せ
ら
れ
た
る
時
代
に
し
て
多
く
の
良
書
出
で
た
り
、
其
後

．
孚
は
即
ち
李
太
王
時
代
に
し
て
國
家
衰
退
の
際
な
る
を
以

て
之
を
牧
織
し
て
叢
書
ご
成
す
が
動
き
士
人
少
な
か
り
し

な
ら
ん
か
或
は
其
人
二
三
あ
り
し
ご
す
る
も
縦
書
傳
ら
ざ

る
か
或
は
爾
ほ
世
に
出
で
ざ
る
か
。

　
野
史
小
説
の
類
は
往
々
貴
重
な
る
史
料
を
含
む
、
殊
に

朝
鮮
に
於
け
る
が
如
く
史
料
の
種
類
存
否
の
分
量
上
よ
り

し
て
君
王
身
邊
の
H
記
や
官
府
記
録
の
類
を
歴
て
史
料
の
、

大
部
分
こ
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
國
の
歴
史
研
究
に
於
て

繋
り
、
野
曝
小
説
の
既
に
散
逸
せ
る
為
の
少
か
ら
ざ
る
も

今
吏
に
悔
み
て
も
詮
方
な
し
、
、
現
在
散
逸
し
つ
、
あ
り
亦

散
逸
の
恐
あ
る
に
於
き
て
は
之
を
保
存
す
る
こ
ご
急
務
な

り
、
然
り
而
し
て
保
存
の
方
法
は
之
を
世
に
廣
む
る
に
あ

る
の
み
之
を
刊
行
す
る
の
他
に
言
な
し
。

舞
二
巻
　
雑
纂
朝
解
史
の
栞

　
　
　
　
第
二
章
　
地
誌
顛

　
朝
鮮
地
理
の
研
究
に
は
三
國
及
新
羅
王
朝
代
に
就
き
て

は
三
國
史
記
地
理
志
ご
風
立
こ
す
、
而
し
て
H
本
支
那
の

史
籍
の
記
事
が
時
に
此
地
理
志
以
上
の
貴
重
な
る
史
料
を

供
す
る
こ
ご
論
な
し
、
王
氏
高
麗
端
よ
り
李
氏
朝
鮮
の
初

期
に
亘
り
て
は
世
王
宗
實
録
地
誌
、
高
麗
史
地
理
、
東
國

輿
地
勝
覧
あ
り
、
爾
ほ
李
朝
初
期
に
成
り
し
地
理
書
に
は

慶
街
道
地
誌
の
虐
め
り
、
此
地
誌
類
を
添
削
し
集
成
せ
る

も
の
前
記
の
實
録
地
理
重
な
れ
こ
も
共
に
未
だ
世
上
に
流

布
せ
す
加
ふ
る
に
響
岩
專
巾
地
方
沿
革
に
賀
す
る
も
の
、

如
き
は
輿
地
勝
魔
に
誌
せ
る
を
以
て
一
般
の
研
究
．
に
は
勝

覧
に
よ
り
て
不
可
な
し
、
高
麗
史
地
響
は
輿
地
潤
筆
郡
縣

黒
革
の
條
ご
撲
者
を
全
う
す
る
を
以
て
彼
此
柑
用
み
て
信

を
稽
ふ
べ
き
に
あ
ら
す
、
東
証
輿
地
勝
瞭
覧
に
繍
魍
ぎ
て
増
補

文
献
備
考
中
に
輿
地
読
め
り
、
官
撰
の
地
誌
こ
し
て
此
両

国
或
る
意
味
に
全
て
朝
鮮
の
地
誌
を
完
成
す
、
但
し
城
郭

蜂
燧
、
騒
坊
に
付
き
て
は
高
麗
義
兵
志
、
文
献
備
考
兵
湾

第
二
號
　
　
一
〇
三
　
（
二
八
九
V



第
二
巻
雑
纂
朝
鮮
史
の
栞

を
併
せ
見
る
べ
し
、
王
氏
高
麗
國
都
及
び
宋
高
麗
の
交
通

路
研
究
に
は
翌
年
奉
使
高
麗
圖
経
最
も
貴
重
す
べ
し
、
朝

鮮
一
般
地
理
を
論
醸
せ
る
も
の
に
李
重
換
の
八
三
志
め
り

揮
里
志
、
東
國
由
水
銀
、
総
遮
蔽
の
別
名
あ
り
贋
く
世
に

行
は
れ
我
國
に
て
も
勝
治
初
年
一
部
分
の
直
灘
出
版
あ
る

に
至
れ
り
、
朝
鮮
地
理
を
説
く
こ
ご
簡
潔
に
し
て
朋
快
な

り
一
轍
を
要
す
、
東
國
名
山
録
山
維
道
里
考
等
亦
墾
考
す

べ
し
○

　
地
方
誌
に
は
郡
縣
必
中
邑
誌
あ
り
止
血
に
は
此
邑
志
を

聚
成
し
て
一
括
こ
せ
る
が
如
き
も
の
あ
り
、
邑
志
類
の
世

に
行
は
る
、
も
の
新
羅
の
故
都
慶
州
の
東
京
簿
記
、
高
句

麗
の
故
都
に
し
て
王
氏
高
麗
の
西
京
重
り
し
李
壌
の
羅
壊

誌
一
名
西
京
誌
、
王
氏
高
麗
の
故
都
開
城
の
中
京
三
一
名

松
都
誌
は
有
名
に
し
て
総
蔵
し
て
三
京
誌
の
名
め
り
、
其

他
威
興
の
成
山
誌
、
義
州
の
龍
灘
誌
、
廣
州
の
南
漢
志
、

江
華
の
江
華
誌
、
濟
州
の
儲
蓄
志
等
邑
誌
中
比
較
的
完
備

せ
る
も
の
こ
し
て
著
朋
な
り
、
各
蓮
の
立
志
を
聚
戒
せ
る

第
ご
號
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
九
〇
）

も
の
に
隻
脚
志
、
灘
南
邑
、
誌
湖
南
邑
誌
、
錦
城
回
覧
等

あ
り
其
編
纂
の
方
法
年
代
等
に
よ
り
て
便
値
一
な
ら
す
○

　
地
理
の
考
証
研
究
に
は
丁
若
鋪
の
我
邦
彊
域
考
、
柳
得

恭
の
四
郡
志
、
韓
蔵
書
の
海
東
緯
奥
績
地
誌
．
李
濁
の
催

説
類
選
地
理
門
、
安
贈
帳
の
東
上
綱
目
註
及
び
前
記
の
壇

補
交
献
備
考
輿
地
考
あ
り
、
新
研
究
に
は
満
鐵
調
査
部
の

朝
鮮
歴
史
地
理
、
及
東
京
帝
國
大
學
の
満
鮮
歴
史
地
理
研

究
報
告
あ
り
史
學
雑
誌
、
東
洋
學
報
、
東
洋
時
報
、
藝
文

等
に
出
で
だ
る
諸
論
文
あ
り
。

　
地
圖
は
邑
愈
々
に
附
せ
る
各
院
縣
地
霊
な
ざ
を
個
人
の

所
好
に
從
て
輯
越
せ
る
も
の
甚
だ
多
く
精
密
粗
漏
正
確
談

謬
の
各
々
止
め
り
命
名
も
好
み
に
ま
か
せ
て
硝
酸
る
も
の

に
て
名
伺
う
し
て
内
癖
異
り
内
容
同
う
し
て
名
異
る
を
常

こ
す
、
飾
れ
ご
も
源
流
遠
く
古
地
圖
よ
り
出
で
之
に
後
世

實
測
の
地
形
を
以
て
せ
る
も
の
亦
少
か
ら
す
、
成
書
こ
し

て
は
青
斑
圃
、
大
東
輿
地
圏
臨
く
行
は
れ
互
に
優
劣
の
貼

あ
り
、
大
命
輿
地
圃
は
刊
本
あ
れ
ざ
傳
本
稀
少
な
り
、
而



し
て
陸
地
測
量
部
の
東
亜
輿
地
圖
（
百
五
十
萬
分
一
）
ご
苦
る
に
あ
b
し
こ
ご
疑
ひ
を
容
れ
す
。
建
仁
刊
成
唯
識
論
の

層
萬
分
一
圓
ご
は
必
ず
備
ふ
べ
き
も
の
な
り
。
　
　
　
　
　
　
蹟
に
宏
N
”
○
○
⊃
⊃
）
Q
O
o
つ
）
o
つ
⊃
o
）

　
以
上
は
普
通
一
遍
の
調
査
者
の
一
覧
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
　
　
　
爲
報
春
B
四
所
之
憩
恩
敬
彫
唯
識
十
軸
之
論
模
爲
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
安
稔
天
下
泰
季
興
隆
佛
一
利
爲
有
情
突
建
仁
元
年

る
も
の
に
し
て
典
＝
一
を
除
き
て
は
閲
覧
購
求
癖
易
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ハ
一
十
「
二
H
始
ラ
～
至
同
二
年
山
ハ
n
刀
一
口
濫
ハ
一
州
施
入

も
の
な
b
、
地
理
書
及
び
地
圖
の
書
史
は
時
下
史
の
栞
」
　
沙
門
要
論

の
如
き
所
謂
「
栞
」
に
於
て
は
記
述
の
範
國
を
超
ゆ
る
が
故
　
叉
承
久
刊
成
唯
識
論
の
践
に
轟
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

に
之
を
誌
さ
す
次
に
前
記
諸
書
に
就
て
簡
軍
な
る
説
明
を
＼
、
　
願
畿
鷹
理
宗
法
命
　
久
惜
春
潟
鯉
威
光
　
早
生
有
情

な
す
べ
し
u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
慧
解
三
共
必
得
龍
花
盆

　　

@　

t
日
版
細
造
考
　
欝
優
麗
藤
露
量
罫
鍵
灘
鰹
嚇

　　

@　
@　
@　
@　

@
大
屋
徳
城
雛
灘
蹉
耀
麟
器
鞍
礎
㈱

　
世
に
森
B
版
ご
越
す
る
古
刻
書
の
一
種
あ
り
○
南
都
興
　
ご
辮
せ
ら
れ
曇
り
。
（
大
桑
院
ピ
一
乗
院
ご
に
於
い
て
各
別

頑
寺
に
て
築
造
し
た
る
も
の
に
係
る
。
其
の
脊
版
繕
の
尽
あ
り
。
勲
欝
而
し
て
、
興
輻
意
北
寺
轟
は

す
る
は
、
興
編
曲
ご
密
接
の
關
係
を
有
す
る
春
着
憩
に
れ
元
興
寺
の
奪
に
噛
し
て
法
宗
相
の
轟
繍
燈
た
り
し

因
み
て
趨
り
し
も
の
な
る
べ
く
、
從
ひ
て
其
の
離
造
の
趣
　
か
ば
、
藩
H
明
神
は
叉
法
相
擁
護
の
榊
明
こ
し
て
、
上
流

旨
は
一
に
春
H
朋
紳
の
膏
血
に
供
へ
紳
威
を
増
さ
ん
ご
す
　
信
仰
の
中
心
π
る
の
親
あ
り
○
故
に
封
冊
の
神
威
を
惜
む

　
　
　
第
二
巻
　
　
難
　
纂
　
　
春
日
版
蝋
蓬
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
號
　
　
一
〇
五
　
（
二
九
一
）


